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SDGs とは、（Sustainable Development Goals ： 「持続可能な開発目標」のことです。 

地球に人類が住み続けるために、世界中にある環境問題・差別・貧困・人権問題といった課題を、2030 年ま

でに世界のみんなで解決し、よりよい世界をつくっていこうという、１７の目標です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西濃地区家庭教育応援通信    Ｎｏ．８            令和４年９月１日発行  
 

 

SDGｓをテーマにした家庭教育学級が行われるようになりました。 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞  
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

大垣市立静里小学校 家庭教育学級 
子どもの未来のために、今、私たちが知らなくてはいけないことを学ぶ。 

ＳＤＧｓを通して子どもの未来を考える 
ZOOMを使用してオンライン 

【講演会型】 令和４年６月１５日（水）  

１３：３０～１４：１０ 

講師：整体院ころぼっくる院長 

（SDGｓカタリストマイスター） 

加藤かほる 様 

「温暖化による自然災害」「コットンが製品化される

までに使用される農薬による健康被害や大量の水の

使用による水不足」など、今、地球上では、深刻な問題

が起きています。それらの問題は、単独で存在するの

ではなく、地球上のすべてのことがつながっていま

す。そうしたつながりを理解することで、自分事とし

て考え、行動することができる。講師の質問に答える

形式で、今、行動をおこさないと地球が限界を迎えて

しまうことを教えていただきました。 

もったいない。 

生ごみはコンポストを

使えば肥料になる 

無駄をしない。 

SDGｓのウェディングケーキ 
 

 
「経済」は「社会」に、「社会」は「（自然）環境」に支

えられて成り立っています。「（自 

然）環境」と密接につながりのあ 

る「食と農」が、すべてのSDGｓ 

の項目の達成に不可欠です。 
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大垣市立静里幼稚園 家庭教育学級 
使わなくなったクレヨンを集めて、再利用。 

【体験活動参加型】 令和４年７月１１日（月） 

９：１５～１０：１５  ４，５歳児親子          

講師：リリフル 様 

 

生産の過程で出る端切

れや紐を提供。 
リサイクル素材で作られ

たノートを提供。 

ショッピングセンターなど

で使わなくなったクレヨンを

回収。材料を準備。 

①クレヨンのラベルをはがします。 

③
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で

小
さ
く
切
り
ま
す
。 

④好きな色を型に入れます。 

⑤電子レンジで溶か

します。途中で気泡を

つぶします。 

⑥
冷
え
た
ら
、
型
か
ら
外
し
て

で
き
あ
が
り
。 

②安全な食用米油

で汚れをふきとり

ます。 

幼稚園も SDGｓ 

お家で使われた容器や空き箱を集め

て、いつでも使えるようにストック。 

子
ど
も
た
ち
の
作

品
作
り
や
遊
び
道

具
に
再
利
用 

コロナ禍でプールは中止。新聞紙プ

ールは子どもたちのお気に入り。 

１つは布にくるんで家にお持ち帰り。

あとの５つは、静里小学校の１年生にプレ

ゼントしました。 

分け合うこともSDGｓです。 

 

ク レ ヨ ン で つ な ぐ 、 「 も っ た い な い 」 の こ こ ろ 
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揖斐川町立小島小学校 家庭教育学級 

宿屋揖斐川で、フランス暮らしと釜炊きご飯 
【講演会型＋子育てサロン型】 

おじまジモト大学（公民館行事）とのタイアップ 

 令和４年７月８日（金）   ９：３０～１１：３０ 

日本の暮らしは、昔から自然や物を大切にし、人間も自

然の一部として循環型社会で生きていた。まさに、

SDGｓが求める社会であった。 

参加者は、かまどで炊いていただいたごはんをパッ

クに詰めて持ち帰りました。お米は、粒がしっかりし

て、とてもおいしいです。しかも、炊飯器では味わえ

ないおこげもあって最高でした。 

講師：大和神社 

保井 円 様 

「筍を掘って、米ぬかであくをとる。」 

「ぬか床で漬物を作る。」 

「草木を煮て、布を染める」 

精米するときに出る米ぬか、家の周りに生えている植 

物などを有効に利用する日本人の知恵のすばらしさ。 

また、水田が広がり、畑に野菜が育つ。そうした今も揖斐 

川町に残っているあたりまえのことが、失ってはならない 

宝物であることを、２３年間のフランス暮らしから揖斐川町に戻られた保井さんは、実感されました。ところが、こう

した自然を大切にした知恵や技術がどんどんなくなろうとしています。今、ある財産を大切にしていきたい。 

この願いから、古民家をゲストルームとして再生されました。２００年、３００年たった梁や柱は、煮炊きする煙に

いぶされ、強く硬くなり最高の建築材になっています。シロアリに食べられた柱は接ぎ木を利用し、壁に塗られた

漆喰は除菌作用を保っています。 

宿屋を訪れる外国人は、古き日本の自然と知恵と技術のすばらしさに驚きます。 

「八百万（やおよろず）の神」の言葉のように、すべてのものに神がやどると考えてきた日本人だからこそ、「も

ったいない」精神が受け継がれてきたのでしょう。これは、SDGｓがめざす姿そのものです。 

今回の家庭教育学級は、公民館事業の「おじまジモト

大学」との共催で行われました。そのため、参加者の年

齢層が広く、地域の方々とのつながりもできました。

こうした活動によって、子育てや地域づくりの協力者

が広がっていきます。 
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夏休みの家庭支援 
 

  
夏休みや冬休みなどの長期休業には、市町の教育委員会や地域の公民館・まちづくり協議会が子どもた

ち向けの体験講座や学習支援を行っています。また、NPO法人が定期的に子ども食堂やプレーパークを行

うことで、子どもや保護者の居場所を作っています。こうした集まりに参加することで、子どもは子ども同

士のつながりを作ることができますし、保護者の方も話し相手を作ることができます。お近くの地域でも活

動されているかもしれません。広報やチラシを探してみてください。 

 
大
垣
市
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
学
習
館
・こ
ど
も

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ザ
で
は
、
夏
季
休
業
中
に
様
々

な
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

夏
休
み
就
学
児 

家
庭
支
援
サ
ロ
ン 

小学生がそれぞれの宿題を持って来て、エア

コンの効いた部屋で学習します。教員免許のあ

るスタッフが学習支援をします。 

休憩時間は、１階の「水のパビリオン」で遊ぶ

ことができます。 

付き添いの保護者は、隣の部屋で、下の子どもを遊ばせたり、保護者どうし

や支援スタッフと話をしたりして待っています。自由な雰囲気で子育ての悩み

もでてきます。保護者にとっては、息抜きの場ともなります。 
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  大垣市上石津町牧田地区には、市議会議員、民生委員、

自治会、警察・消防関係者、保育園・小学校関係者など、牧

田地域に住む人たちで「牧田まちづくり協議会」を組織し

ています。その部会の１つ「よいとこ部会」の「牧田あそび

塾」では、子どもたち向けの講座を開いています。 

 

牧
田
あ
そ
び
塾 

「貼り絵手紙」「竹細工」「籠づくり」「おやつ作り」などの

講座の講師は、すべて地域のボランティア先生です。参加

する児童保護者が、交代でスタッフとして活躍しました。 

 

今年は、感染症の状況をみながら１回開催予定で

した。地元の平井発電所１００周年イベントと連携し

ての講座「遊びで電気を学ぼう」の他、「工作」「お弁

当作り」「木の実インテリア作り」「天然石アクセサリ

ー作り」など、盛りだくさんで計画をされていまし

たが、コロナのため、残念ながら中止となってしま

いました。 

 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年
度
に
は
、
夏
季
休
業
中
の
木
曜

日
、
朝
九
時
か
ら
夕
方
四
時
ま
で
、
学
習
支
援
と
講
座
を
組
み

合
わ
せ
て
、
五
日
間
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
、
保
護
者
も
自
分
の
時
間
が
作
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。 
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 高山市立宮中学校  在宅取組型 
〇 テーマ   親子で語ろう！ 話そう！  ～８のつく日は，家庭教育を実践する日～    

〇 語る日   ６月の８のつく日（8日（水），1８日（土），２８日（火）） 

〇 内  容   親子で何気ない会話をする 

 

ＰＴＡ母親部会では，思春期（第二反抗期）にあたるこの時期，子どもたちの心身の健やかな成長とコミュニケーションから

親子の絆が生まれることを願い，家庭教育学級に取り組まれました。「家庭教育を実践する日」や「家庭教育プログラム

（小・中学校編 みんなで子育て３ 「１３ 反抗期」）など県の取組や資料を上手く

活用し，保護者の皆さんがより理解を深め取り組みやすいよう工夫されています 

＜保護者の感想＞ 

･ 普段忙しくなかなかゆっくりと子どもと語り合うことができなかったなぁ・・・と

反省しながら，今回のこの機会に①～③のルールに添って話し合ってみまし

た。たくさん，子どもの様子を知ることができ，会話の大切さを再認識しました。

また，子どもが毎日元気にいろいろな事を体験していることを確認でき，嬉し

く思いました。 

･ このような事を意識して語り合いをしてみると，よく話してくれて，どんなことを

感じているのか気持ちもわかって，親が心配していることもこのまま見守って

あげたいという気持ちになりました。語り合いをした後，お互いに思いやりの

気持ちも生まれているような感じもして，よい親子関係につながるような気が

しました。 

SNSが当たり前の昨今，

お子さんと話す機会が少

なくなっていませんか？ 

思春期の中学生，どう

やってコミュニュケーシ

ョンをとったらいいのだ

ろう？ 

反抗期の子どもにど

んな言葉かけをした

らいいの？ 

(みんなで子育て３より) 

語り合いのルール 

① 共感する・認める・気持ちを受け止める。 

② 子どものペースに合わせる。 

③ 否定しない（例 △「頑張りが足りないんじゃない」「ダメじゃん」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改訂版）家庭教育プログラム

（小・中学校編） 

「みんなで子育て３」 

 

 

飛騨地区では、プログラムを活用

した取組が行われています。 


